
五九郎まつりと五九郎音頭
　昭和 47（1972）年 6 月 29、30 日に第 1 回目の五九郎市（後の
五九郎まつり）が開催され、五九郎の至芸を讃え、33 回忌法要を行った
のを記念して始まった。五九郎の徳を讃えるとともに、日々「ごくろう
さん」と人々に感謝の気持ちを伝えようという運動として行われている。
　同 53（1978）年には、町民みんなが楽しく歌い踊る中に、ふるさと
づくりの心情と意欲の盛り上がりを図るため、鴨島町教育委員会が五九
郎音頭を選定し、演歌歌手大

おお

川
かわ

栄
えい

策
さく

氏の歌唱によるレコードが制作され
た。五九郎まつりでは鴨島町婦人会による五九郎音頭が披露されるよう
になり、まつりに花を添えている。歌詞に五九郎市と歌われている。
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東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

有料広告を
募集しています

詳細は、市長公室（☎0883-22-2203、Ｆax0883-22-2244）
まで問い合わせください。

※３カ月以上継続して掲載する場合は１０％相当額を、６カ月以上継続して
　掲載する場合は２０％相当額を、それぞれの月額料金から割引します。

規格 １号広告（縦５０㎜×横８２㎜） 掲載料 月額10,000円

吉野川店
吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 10：00～18：00

アウトドアを
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もっと手軽に
楽しみたい方

へ！

家族や仲間と
の思い出作り

に！

レンタカーで
あそぼう！

LET'S GO PLAYネッツのレンタカー

詳しくはお
店までお問

い合わせく
ださい。
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迷
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。
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つ
も
小
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を
大
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に
送
っ
て
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ま
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。
そ
こ
に
は
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少
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へ
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。
そ
の
兆
し
が
言
葉
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。
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え
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が
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に
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な
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。
そ
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大
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あ
ま

り
、
こ
の
シ
グ
ナ
ル
に
気
づ
か
ず
、
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